
















筆者は平成 29 年 3 月にレコード史研究家の大西秀紀氏より、表題の音源をご教示、提供いただいた。明治 40



















―大正 5（1916））の音源も提供いただいた。同じ米ビクター社、明治 40 年の録音であり、レコード番号が 11125
－ 11128 と、〈小督〉と連番であることから、同日または近接した時期に録音されたものと思われる（1）。曲は〈羽
76 高橋葉子　明治の音源に聞く謡のフシ―大西新三郎〈小督〉駒之段
衣〉〈三輪〉〈鶴亀〉〈蝉丸〉〈猩々〉の 5曲（〈蝉丸〉と〈猩々〉の 2曲が 11128 で番号重複）ですべて囃子入であ
る。囃子のメンバーは五曲ともに、笛森田光次、小鼓荒木賀光、大鼓谷市之進、太鼓（〈蝉丸〉を除く）佐々木籌


















新三郎は能の家の出身ではないが、明治 33 年、24 才で閑雪の末娘と結婚して大西家の婿養子となり、大正 5年








（25 頁）とある。が、新三郎は〈道成寺〉まで舞い了せ、先述の通り明治 39 年に閑雪が当時の弟子家として初め
て〈関寺小町〉を舞った記念すべき会において〈翁〉と脇能〈嵐山〉を勤めており、後継者として一通りの実技
を修めたことがわかる。「非常に真面目な、誠実な人柄」（同書 26 頁）であったと言われ、実直に当主としての任















常磐会本（4）は大西家が大正 3年に独自に出版した謡本、明和本は明和 2年に 15 代観世宗家元章が刊行した明和改
正謡本（野上記念法政大学能楽研究所蔵）、清廉本とは 23 代観世宗家清廉の節付校訂、檜常之助刊行による謡本















































































   
 
   
 
 
   
譜例 2　ウキ節

















            
 
 
   
 




   
譜例 3　ウキ節の変形
   
      
 
    
      



















   



























料 4に、明和 2年刊の明和本と明治 32 ～ 34 年の観世清廉による謡本（いずれも資料 2②に同じ）の当該箇所を
あげた。どちらも「なかり」の「り」にウキの印ウがあり音を浮かせたことがわかる。
譜例 4　ウキフリ
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① 『初舞台七十年』にも、閑雪が明治 34 年に〈鶴亀〉と〈三輪〉を録音したとの記載がある（17 頁）。が、先行
研究によれば（10）、日本での最初のレコード録音は英グラモフォン社のガイズバーグによる明治 36 年である。
その後明治 40 年までに米コロンビアが日本での録音を数度行なっているが、閑雪の謡は録音されていない。
閑雪の記録があるのは、明治 40 年、米ビクター社の最初の日本出張録音である。従って明治 34 年頃という
のは間違いで、閑雪の録音は第 1節で紹介した通り、米ビクター社による明治 40 年、閑雪 68 才時のものと
思われる。この時の囃子方として艸雨が記しているメンバーも、第 1節に挙げたメンバーと一致している。
② 新三郎は明治 10 年生まれなので 31 才である。










































３　明治 39 年 7 月に大阪で創刊された能楽雑誌。発行国諷会、編集泉泰知。資料 1に転載の明治 45 年 1 月号及び資料 2に転載






６　拙稿「近代観世流のフシの統一―ウキをめぐって―」『日本伝統音楽研究』第 14 号、98・99 頁。
７　観世アーカイブ 1／ 5／ 3。『清興謡口伝』については注 6の拙稿 99・100 頁ですでに紹介した。
８　レコードには収められなかった音声記録も確認したが、ウキ節はやはり認められなかった。
９　大阪に在住した能楽評論家。『能楽　名人のおもかげ』は昭和 28 年 3 月、能楽選書 4、檜書店刊。
10　参考文献に掲出の大西〔2017〕、佐藤〔2017、136 頁〕など。
11　昭和 2年発行の音楽家名鑑『現代音楽大観』の新三郎の項に、彼が大西家の養子となったのは 24 才の時とある。これは『初
舞台七十年』（注 2）122 頁に新三郎の銀婚式祝能が大正 13 年と記載されているのと年代的に一致する。『現代音楽大観』は












 本稿は平成 28 ～ 30 年度 JSPS科学研究費助成事業基盤研究（C）「能の略式演奏の歴史と現在―新しい演出形態
を構想するために」（研究課題番号 JP16K02245）の研究成果の一つである。
